
遺跡の言い伝え

もう つう じ ぞう えい

編集後記

※北上川学習交流館 あいぽーと展示資料より

先週、大きな地震が発生しましたが、みなさんはケガや被害はなかったでしょうか？揺れが強かった地域では地震発
生から1週間程度、余震が発生する可能性があるようです。引き続き注意してお過ごしください。（よ）

柳之御所遺跡は、言い伝えでは初代清衡、二

代基衡の居館跡といわれていましたが、平安時

代以後の北上川の流路の変化によって、削られ

て無くなったと思われていました。

渥美大甕
（柳之御所遺跡出土）

高さ 90.4cm
推定口径 54.0cm

第１遊水地

第３遊水地

第２遊水地

まぼろしの居館、発見

当初、一関遊水地堤防及び国道4号平泉バイパスは、

柳之御所遺跡を通る形で計画されていました。

しかし、1988（昭和63）年度から行われ

た、工事予定地での事前の緊急発掘調査によっ

て柳之御所遺跡が見つかり、まぼろしと思われ

ていた居館が、様々な遺物・遺構とともにその姿

を現したのです。

調査の結果、そこは、奥州藤原氏が、平泉の政

治・行政を行っていた居館「平泉館」の跡で

あったことが明らかになりました。

一関遊水地計画

平泉より南の一関地域は、その地理的特性から水害に悩

まされていました。そのため国土交通省では、市街地を洪

水から守る「一関遊水地」を計画していました。

一関遊水地計画 平面図

一関遊水地計画とは

1947（昭和22）年及び1948（昭

和23）年の洪水による大水害を契機に、

1949（昭和24）年2月、舞川地区

（現在の第2・第3遊水地）に計画され

たのが始まりです。

一関遊水地は本堤・周囲堤と小堤

からなる二線堤方式を採用し、第1

（820ha）、第2（470ha）、第3

（160ha）の3つの遊水地で構成され

ています。

遊水地への越流は、おおむね10年に

1回程度発生する洪水規模以上で、３つ

の遊水地で同時に開始される計画です。

この発掘調査結果から本遺跡

は、我が国の歴史を解明する上

で重要であるとの判断から、遺

跡区域を避け、堤防及びバイパ

スルートを川側に変更しました。 柳之御所遺跡
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